
平成22年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

部局名 消防本部

課室名 総務課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名

目
的

消防庁舎の整備を行い、防災機能の充実を図り、住民の安全・安心を確保する災害活動拠点を構
築する。

対
象

市民

事務事業名称

9 1 5 200 頁 消防庁舎整備費 消防庁舎整備事業

事
業
概
要

　○消防庁舎設計等委託事業・・・・・消防庁舎建設地の測量、地質調査、庁舎設計（電気設備･機械設備・訓練塔含む）

国・県支出金 市債 その他 一般

7,300 520 2

臨／経 事　業　名 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳
評価

臨時 消防庁舎設計等委託事業
測量、地質調査、設
計 委託料 9,452 7,820

計 9,452 7,820 0 7,300 0 520



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２０～Ｈ２２（決算額）、Ｈ２３（予算現額） ６．H24年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

ｃ ｄ

数値 目標 100% 目標 100% 目標

迅速な消防活動に向けた消防機能強化が必要
数値 100%

活
動
指
標

指標 a 地質調査･測量 ｂ 実施設計

成
果
指
標

指標名 庁舎完成 目
標
年
度

Ｈ23

指標の設定理由

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

庁舎完成 ％
－ － 1.6

目標

成果指標名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 活動指標名 単位

－ 100 ％

－ － 1.6 ％

％
a

地質調査･
測量

％
－

－

100 ％

－ － 100.0 ％

－ 100.0 ％

b 実施設計 ％
－ －

ｄ

移転に伴う市民への周知

課題
c

7,820 806,937
予算措置なし

うち経常経費 41 30,737

市報、チラシ、ケーブルテレビ等を活用し市民への周知に努める

決 算 額 （千円）
Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 方向性

平成２３年度に終了する

市　　債

国　　費

7,300 542,300

対応（改善点等）

そ の 他 205,308

一般財源 520 59,329

理由

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3
市民の安全安心のため必要な事業で
ある

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 3
全ての市民を対象として事業を実施し
ている。

着眼点 分析 分析根拠

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
市民の安全安心を確保するための災
害活動拠点して必要

事業費に係る人件費 3,942 20,210

うち経常 41 30,737

財
源
内
訳

県　　費

事業の方向性 評価内容

廃止 平成２３年度完成のため

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
市民の安全安心を確保維持するため
災害活動拠点の構築に努める

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 1
市民の安全安心を確保維持する必要
性が高いため

3

3
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